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大好き子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

   文化の日    

7 8 9 10 

身体測定 

11 12 
引き渡し

訓練 

13 

       

14 15 16 17 18 19 20 

   避難訓練  内科健診  

21 22 23 24 25 26 27 

  秋分の日  誕生会 
12 月土曜保

育申込締切 

  

28 29 30     

       

関口フェルマータ小規模保育園 

   お知らせとお願い    

⋆ 12 日㈮の引き渡し訓練の参加表の 

提出期限は 5 日㈮です。まだ提出されて

ない方は、忘れずにお願いします。 

* 12 日の給食は非常食を利用したメニュ

ーを予定しています。 

⋆ 朝晩の冷え込みが一層増してきましたが

日中の活動で身体を動かし汗ばむことも

あります。上着で調整するようにし、で

きるだけ薄着で登園をお願いします。 

⋆お昼寝の上掛けを、少し厚手のもの（ブラ

ンケットや毛布等）をお願いします。 

⁂空気が乾燥し、インフルエンザを始めと

する、この時期に流行しやすい感染症には

特に気を付けなければならない季節です。

新型コロナウイルス対策もありますので、

無理をしない生活を心がけましょう。 

 秋を通り越して…冬？と思うくらい、急に冷え込む日もあり寒暖差の激しい季節の変わり目のこの時期は、体調を崩しやすい時でもありますね。 

鼻水や咳がでている子が増え始め、体調を崩さないか心配しています。いつもと違うな…大丈夫かな？と感じたら、早めの休息をとって、決して無理

をさせないようにして、冬本番に備えていきたいと思いますので、ご協力をお願いします。園では天気の良い日には、お散歩に出かけ歩くことを基本

に、しっかりと体を動かしながら体力をつけていきたいと思います。お散歩が大好きな子どもたち、うさぎぐみ（2 歳児）は、散歩の様子を報告して

くれ秋を感じさせてくれています。ぱんだぐみ（1 歳児）は、少し前に比べると歩ける距離が長くなって、お友だちとも手をつないで歩くことを楽し

んでいます。こあらぐみ（0 歳児）新入園児のお友だちが園生活に慣れてきたのでお散歩に出かける日も間近に。反応が楽しみです。 

≪園での様子≫ こあらぐみ (0 歳児クラス)記・坂本靖世 

音（歌）にとてもいい反応をするコアラぐみさん。なかでも朝

の会「おはようのうた」給食「お弁当のうた」帰りの会「お帰

りのうた」は保育士の歌声に合わせてノリノリです。ぱんだ・

うさぎぐみから聞こえて来る電子ピアノの音にも即、反応！

手をたたいたり体を揺らしたり何度も身振り手振りで表現し

楽しんでいます。そんな姿はとても微笑ましいです。 

 ぱんだぐみ (1 歳児クラス)記・小池奈保子 

最近のぱんだ組さんでは、ロッカーなど自分のマークを決め

て、エプロンや帽子、靴下など自分で取りに行ったりしまっ

たりと少しずつ自分でしていけるよう練習しています。「○○

ちゃんは何のマークかな？」など言いながら以前よりスムー

ズに自分の場所に出し入れできるようになってきました✨ 

トイレの便座にも座ってみると嬉しそうで笑顔のみんな。こ

れから自分での気持ちを大切に出来ることを無理なく増やし

て行けるといいなと思っています。体力もついてきた子ども

たち、お散歩にもいっぱい出かけ季節の変化を楽しみたいと

思います。 

 うさぎぐみ (2 歳児クラス)記・頼住美津子 

食欲の秋・読書の秋・スポーツの秋と楽しみの多い季節がや

ってきました。うさぎ組のみんなは給食をほとんど完食でき、

食欲の秋を楽しんでいます。お皿がピカピカになると保育士

だけでなく、お友だちにも報告♡「おっ！すごいじゃん‼」と

言い合う姿もあります。苦手な物もおいしくなあれの魔法や

お友だちの応援を受けて頑張っています。寒い日も増えてき

ました。お着替えの衣替えをお願いします。着脱しやすいも

の、また、その際に記名があるかのチェックをお願いします。 

 

発行者：社会福祉法人愛和 関口フェルマータ小規模保育園  
TEL：046-281-9107 FAX：046-281-9108 E-mail：info＠fermata-swc.jp  

 

★ 「大人と絵本」（7） いつも心の中で“ジャッジ”していませんか？ 

 

 これまで少年のために、文字通り身を削って、彼の願いを叶えてきた「大

きな木」です。「もう十分」、「これ以上に何かをする意味がどこにあるの？」

と、私たち大人は、そう感じたかもしれません。 

無自覚にですが、そこには何らかの「見返り」や「損・得」という“ジャ

ッジする心”があるかもしれませんね。子供は、そんなことに関係なく、相

手が困っていると、素直に「ここに座ったら！」と声をかけると思います。 

いつの間にか「うまくて、効率的か？」という境界線が心に引かれてしま

って、これが見返りの基準になっていないでしょうか？  

この絵本のテーマの一つは、Give！Give！Give！小さくとも与える経験

を増やすことで、大人も子供の感覚を取り戻し、清々しい気持ちになれる。

そして、与える機会が溢れている事に、気づかされるのではないかと思いま

す。 

QR コードを読み込むと、

HP の「お知らせ」でも、

おたよりを見ることができ

ます！ 

今月のうた 

げんこつ山のたねきさん・たきび 


